映画挿入歌について
　1931年の満州事変後、関東軍による満州の占領を経て大日本帝国と中華民国の武力紛争が色濃くなっていた1935年に映画　「風雲児女（嵐のなかの若者達）」　は作成されている。映画の内容は国民党統治区の知識人たちが悩みと彷徨の中で勇ましく抗日戦線で進むというもの。
映画の挿入歌　「義勇軍行進曲」の作者は映画を通じて民衆を奮起させ人民の革命闘志をあおぎたく歌を作った。実際にこの歌は中国民衆の共感を呼び中国各地へ伝わり抗日戦争、解放戦争まで祖国のため奮起しようとする民衆意識を高めたと言える。
　1949年首都南京が中国共産党の軍隊に占領されると中国大陸から国民政府の勢力は台湾へと撤退した。このとき、力強く民族の解放を追求する決心と民族の勇ましく力強さを象徴する義勇軍行進曲が国歌とされた。
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